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待てた症例

歯髄壊死にSavePulp療法を施術した場合

患者：65歳女性

患歯：＃31（下顎左側中切歯）

′術前x

術後2年8ヶ月

X線透過像は,わずかに
根尖部に残っている．
歯根膜は全周つながった．

、線写真

現症：

・唇側歯根中央部に痩孔あり

・歯周歯内歯：

歯周病による近心歯頚部からの ､wi
－』細菌侵入で歯髄壊死

！
X線写真所見：

・根尖部に澗漫'性の透過像

・近心壁の骨破壊あり．

術後1年1ヶ月

境界明瞭なX線透過像

となり,縮小している．
再治療:舌則から貼薬

処置：壊死した歯髄を放置して

型
SavePulp療法
CRインレー直接法 1k

！＝in三

術後4ヶ月

X線透過像が一層明瞭
になった．
骨縁部分の回復あり．
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…蕊待てなかった症例

到り歯髄炎にSavePulp療法を施術した症例

患者：68歳女性

患歯：＃44（下顎右側第一小臼歯）
伊

⑨

現症：．遠心隣接面から歯髄に及ぶウ蝕

（仮性露髄）

・歯周に異常なし．

・自発痛十

・冷水痛十

LSTR療法学会雑誌2010

漣 初診時X線写真

X線写真所見：。根尖部透過像なし

・歯根膜拡大なし

治療方針：SavePulp療法
CRインレー直接法
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術後6ケ月一"鋤
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･術後の一夜自発痛発生

翌日から消失

･術後2週間

自発痛なし．

強い冷水痛：頬側歯頚部

→CR-lnlay直接法
→冷水痛消失
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;ﾄ゙』覇 根尖のX線透過像をみて抜髄
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術後1年
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陰症状：自発痛(＋）咳合痛(＋）

動揺3度エアー反応(＋）

X線写真：根尖一近心に溺漫性透過像

処置：CR除去，再度SavePulp
自発痛一咳合痛一動揺なし

エアー反応一冷水病一

I

スペース根充をして半年



待った症例

歯髄壊死（根尖I性歯周炎）のSavePulp療法

患者：SuzukiMotoko女'性66歳

患歯：＃45（左側下顎第2小臼歯）

処置：SavePulp

症状：特になし

現症：X線写真X線写真上で根尖に澗漫性でない透過像

X線透過像内の歯根膜腔は不明瞭

岐合面に1級のレジン充填が施されている．

冷水反応一

打診痛一

咳合痛一

牛活歯髄反応一

初診から4ヶ月後
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症状が無いので放置していた．

初診から4ケ月経ったころにX線写真検査をおこ

なったところ根尖部のX線透過像は拡大傾向に

あった．

X線透過像内の歯根膜腔は不明瞭

そのため,初診から2ヶ月後に処置をおこなった．

・咳合面CRを除去し，SavePuIp療法
.CRインレー直培法

術前X線写真
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術後4ヶ月
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術後4ヶ月，臨床症状は何もなかった．

X線写真では，根尖部透過像は

・縮小傾向

・境界不明瞭が顕著になった．

・透過像内の歯根膜腔は，すこし出現
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(術後6ケ月：臨床症状の発現なし） (術後2年9ケ月：不活性の痩孔発生）
X線透過像

．大きさに変化無し
・境界明瞭さに変化なし
・透過像内の歯根膜腔は，明瞭になってきた．

X線透過像

.大きさは変化なし
・境界が再び軽くみられるようになった．
これは骨破壊が進んだため

・透過像内の歯根膜腔は，きれいな線もやや
不明瞭となった．
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(術後8ケ月：臨床症状の発現なし） (術後2年10ケ月：痩孔は自然消失）
X線透過像

．大きさに変化無し
・境界明瞭さに変化なし
・透過像内の歯根膜腔は，きれいな線となった‘

X線透過像

.大きさは縮小

・境界がなくなり‘骨密度がやや上がってきたと
いう程度

・透過像内の歯根膜腔は，やや改善
・なごりの外側に硬線出現
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(術後12ケ月：根尖部に圧痛あり） (術後3年2ケ月：臨床症状なし）

X線透過像

．やや縮小傾向あり
．ますます境界不明瞭さを増す．
・透過像内の歯根膜腔は，近心で「いびつ｣に
なっている．

X線透過像

・根尖付近の骨・潟:弄差垂こ病巣のなごり
・なごりの外側に硬線あり．
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(術後2年3ケ月：臨床症状なし）
X線透過像

．大きさは縮小
・境界がなくなり，骨密度が低い，という程度
・透過像内の歯根膜腔は，きれいな線となった‘
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